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時:rall|英文誌 59巻 1号掲載論文和文要旨

吉田昌樹・吉田大和・藤原崇之・三角修己・黒岩晴子・黒岩

常祥:シアニディオシゾン(紅藻・イデユコゴメ科)の間期

と分裂期の単離葉緑体における比較プ口テオーム

Masaki Yoshida， Yamato Yoshida， Takayuki Fujiwara， Osami 

Misul1li， Haruko Kuroiwa and Tsuneyoshi Kuroiwa: Proteomic 

comparison betwe巴nInt巴rphaseand m巴taphaseof isolat巴d

chloroplasts of CyallidioschyzolI l1Iero!ae (Cyanidiophycea巴，

Rhodophyta) 

単細胞紅藻Cyanidioschyzonmero/aeの同調地養により

得られた閥均]および分裂期の細胞から葉緑体を単献し，一

次元電気泳動による分Vlmとスポッ ト定訟を経て， MALDI 

TOF-MSによるプロテオーム解析を行った。その結栄，全

105種類のタンパク質が同定され， I品]期と分裂JtJjにおける質

的および量的な差異が明らかとなった。同定されたタンパク

質の中には，フィコビリソ ームなどの光合成関連遺伝子や

様々な代謝に関わるものの他，機能未知のタンパク質も多数

含まれていた。光合成関連のタンパク質は葉緑体の全タンパ

ク質に対する剖合が最も多く，スポットベースの定量で， 1M]
期で45.3%，分裂期で56.4%を占めた。閥均!と分裂J9Jとの

比較では， FtsHや FtsZなど既知の分裂関連タンパク質を含

め，葉緑体の様々な構成タンパク質の種類と♀に顕著な違い

が見られた。(立教大 ・極限生命情報研究センター)

Sherwood， A. R. .栗原暁・ Conklin，K. Y. :ハワイ産紅

藻 Amansieae連(イギス目)の遺伝的多様性:マルチ

DNAマーカーで明らかになったAmansiaglomerata種内

の高い多様性

Alison R. Sh巴rwood，Akira Kurihara and Kil1lberly Y. Conklin 

Molecular div巴rsityof Amansi巴ae(Ceral1liales， Rhodophyt日)frol1l 

the Hawaiian lslands: a l1lulti-marker assessment 1・巴vealshigh 

diversity within Al/lansia g!ol1lerala 

ハワイ産 Amansi巴a巴連 (Amansia属，Osmundaria属)

に属する 61標本を用いて分子系統解析を行った。 ミトコ

ンドリア cytochomec oxidase subunit 1 (COI)辿伝子の

DNAバーコー ド配列および，葉緑体の DNAバーコー ド様

配列 (UniversalPlastid Al11p1icon， UPA) をできるだけ多

くの標本で決定した。また， Amansie記 述内における系統

的な位i置を明らかにするため，核の rRNA小サブユニット

をコ ー ドする逃伝子 (SSU) の塩基配列も決定した。統計

学的節約法により構築された Amansiaglomeratαサンフ。ル

聞の系統関係は， CQI， UPAマーカー聞でおおむね一致し

た。ただし， UPAマーカーの方がより保存的だった。COJ

マーカーではA.glomerata内に 3つの lineag巴が認められ

た。これら 3つの 1ineag巴聞の異なる境基の割合は，極内 ・

種間で一般的にま11られている値の中間的な値であった。この

ことは，ハワイ産 A.g/omerataが極分化を起しつつある種，

あるいは近縁な複数極の複合体であることを示唆している。

OSI川 ndαriαobtusi/obaヒハワベ産 Amansiαfimbrifoliαで
は， CQI，UPAともに塩基配列の種内多型は見られなかった。

一方，Amansia daeme/iiと同定された標本から得られた配

列は A.glomerataのlineag巴3と同ーだった。このことに

基づき， A. daemeli iのハワイ産海藻目録からの削除を提案

する。SSUに基づく分子系統解析では Amansi巴ad車内の系

統関係はほとんど不明であった。このことは，若干の堀基置

換がA.glomerata極内に見られたものの，紅藻Amansieae

連の系統関係を解く目的においては， SSUマーカーの実用

性が限られていることを示唆しているのだろう。(University

of Hawaii) 

Nishihara， G. N.1・寺田竜太 2・島袋寛盛 3 潮間帯の褐藻

ヒジキキャノピーにおける蛍光トレーサーの滞留時聞に対す

る波浪の影響について

01巴goryN. Nishihara，' Ryuta Terada1 and HiJ'omori Shimabukur03 

Effects of wave energy on th巴r巴sid巴ncetimes of a fluoresc巴nt

tracer in th巴canopyof the川tertidalmarine macroalga巴，Sargassll/'l1 

fusiforme (Phaeophyc巴a巴)

mVJ間帯のヒジキ群落における水の滞留時間と，波浪による

混合に起因するエネルギーの関係について明らかにした。ヒ

ジキキャノピーに注入した蛍光色素の滞留|時間(t)を測定し，

キャノピー内に配偶子がとどまる時間について推定した。合

計の力学エネルギー (TKE) と波浪エネルギー (WE)につ

いて，色素が拡散する聞に測定し，それぞれ， 0.002-0.009 

m2/s2と，0.001-0.016 1112/S2という値を得た。この実験によ

り，キ ャノピーが有誌に滞留時聞を引き延ばすこと が明ら

かになり，キャノピー外部では 14:t 4秒である滞留時間が，

キャノピー内部では 56:t 35秒となった。さらに，滞留|時間

(t)とエネルギーの関係に関して 力学的関数として統計的

モデルを作成し，キャノピー内部では，混合による力学エネ

ルギーについては t= 3.67TKE.050 波浪エネルギーについ
ては t= 1.83WE"o38という式を得た。またキャノピー外部で
は， t = 0.98TKE"050とt= 1.83 WE"038という関係であった。
キャノピー内部で決定された t値にもとづいて，我々は，キャ

ノピー内部に配偶子がどのように拡散するかを検討する拡散

モデルを作成した。WEについて推定された拡散係数Dは，

D = 403WEo55となり，本研究で調べられた WEについて
10-42 cm2/sの組1mであった。キャノピー内部における配偶
子の密度は，短時間 (0.5h)の聞は羽fEが増加するにつれて，
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上昇したが，配偶子放出から 2時間後には，関係は逆転した。 石田健一郎・矢吹彬憲・太田修平:リサーチノート:クロラ

e長崎大学， 2鹿児島大学， 3瀬戸内水研) ラクニオン藻の新属および新組み合わせAmorphochlora

Lee， S. _R.1 • Oak， J. H.1 • Keum， Y.同S.2• Lee， J. A.3 • 

Chung， 1. K.1 :褐藻類の分子系統分類学におけるrbcSの新

規分子マーカーとしての有用性について

Sang-Rae Lee，' Jung Hyun Oak，' Yeon-Shim Keum/ Jin Ae Lee3 

and Ik Kyo Chung': Utility of rbcS gene as a novel target DNA 

問gionfor brown aJgaJ molecular systematics 

分子系統学的研究の有用性は， DNA配列情報が質・量と

も増加するにつれて，大きく増加している。種子植物や動

物における進歩と比較すると，褐藻においては，限られた数

のDNA領域が利用できるに過ぎない。それゆえ，本研究で

は，我々は，ルピスコ小サプユニット (rbcS)の新しいプラ

イマーセットを開発し，アミジグサ目，シオミドロ目，ヒパ

マタ目およびクロガシラ目のいくつかの種について，配列決

定を行った。 rbcS遺伝子の配列の多様性は，褐藻の系統ご

とに異なっていた。ホンダワラ属内の種間関係について言え

ば，rbcSの遺伝子配列は，Bactrophycus亜属のセクション

聞の系統関係について有用であった。 rbcSの広範囲への適

用と系統的有用性に基づき，我々は，この配列が褐藻の分子

分類における新しい標的配列になることを示唆する。ePusan
Nationa1 University， 2Gyeongsang Nationa1 University， 

31吋eUniversity) 

周藤靖雄 1・大谷修司 2.日本産Cepha/euros属{緑藻，ス

ミレモ科)5種の培養株における形態的特徴と染色体数
Yasuo .Suto' and Shuji Ohtane: Morphological features and 

chromosome numbers in cultures of five Cephaleuros species 

(Trenteophliaceae， Chlorophyta) from Japan. 

日本で採集された Cephaleuros属の5種-C.aucubae， 

C. biolophus， C. japonicus， C. microcellularisおよび C.

virescensの培養株について，藻体の形態的特徴と染色体数

を調査した。 BBMとCAの寒天培地上での藻体コロニーの

直径成長はC.virescensで最も大きし C.aucubaeで中

程度， C. microcellularisで小さかったが， C. biolophusと

C. japonicusでは藻株によって小さいものから中程度のも

のまであった。糸状体の分枝状態をみると， C. virescensで

は隔壁の直下で400未満の角度で分枝したが，その他の種で

は隔壁とは関係はなく 400以上の角度で分枝した。糸状体細

胞の長さは C.microcellularisではその他の種に比べて顕著

に小さかった。染色体数は C.aucubaeで22，C. biolophus 

で34，C. japonicusで 18，C. microcellularisで 12，C. 

virescensで24であった。染色体数と分離源の関係をみると，

C. aucubaeとC.biolophusでは分離源が糸状体と配偶子の

聞で，また C.japonicusとC.virescensでは糸状体，配偶

子および遊走子の聞で違いを認めなかった。e島根県松江市，
2島根大・教育)

amoebiformis gen. et comb. nov. 

Ken-ichiro Ishida， Akinori Yabuki and Shuhei Ota: Research 

Note: Amorphochlora amoebザ'ormisgen. et. comb. nov. 

(Chlorarachniophyceae) 

近年になり蓄積された分子系統学的情報L 栄養細胞の
形態的な差異にもとづき，クロララクニオン藻Lotharella

amoebiformisを，新属Amorphochloraに所属させる。こ

の分類学的扱いにより，新組み合わせAmorphochlora

amoebiformisを提案する。(筑波大学)

Leblond， J. D.. Roche， S. A.・PO同er，N. M.. Howard J. 

C.・Dunlap，N. K. :海産有害渦鞭毛藻Kareniabrevisの

ステロール生合成:防カピ剤フェンプロピジン曝露時に合成

される生合成中間産物の同定

Jeffrey D. Leblond， Shannon A. Roche， Nicole M. Porter， James C. 

Howard and Norma K. Dunlap: Sterol biosynthesis in the harmful 

marine dinoflagellate， Karenia brevis: Identification of biosynthetic 

intermediates produced during exposure to the fungicide 

fenpropidine 

Karenia brevisは，メキシコ湾で毎年赤潮を形成する海

産有害渦鞭毛藻である。通常の生育条件下では，K. brevis 

は主に 2つのステロール， (24R)・4α-methy1-5α-ergosta-

8(14)，22-dien-3β-01 (ギムノダイノステロール)と，その

27-nor異性体(プレベステロール)を合成する。現在のと

ころ，これら 2つのステロールの生合成に関する研究報告は

ない。そこで我々は，菌類と植物のステロール生合成系で機

能する sI4リダクターゼと s8→7イソメラーゼの阻害剤であ

る防カピ剤フェンプロピジンを用いて，K. brevisへの曝露

実験を行った。このフェンプロピジンの曝露により， 2つの

トリエン型不飽和中間産物が生成された。ガスクロマトグラ

フィー質量分析法と核磁気共鳴法を用い，これら 2つのK.

brevisのステロール生合成の中間産物は， 4α-me白y1・5α

-ergosta-8，14，22-凶en-3β-01と5α-ergosta・8，14，22-佐ien・3

βー01と同定された。 (Midd1eTennessee State University) 

Bahia， R. G.1 • Riosmena-Rodriguez， R.2・Maneveldt，
G. W.3・Filho，G. M. A土リサーチノート:紅藻Sporolithon

p砂'choides(Sporolithales， Corallinophyceae)の大西洋
からの初記録

Ricardo G. Bahia，' Rafael Riosmena-Rodriguez/ Gavin W. 

Manevelde and Gilberto M. Amado Filho': Research note: First 

report of Sporolithon ptychoides (Sporolithales， Corallinophyceae， 

Rhodophyta) for the Atlantic Ocean 

Sporolithon ptychoides Hedrichと同定できる標本が，ブ

ラジルEspiritoSanto Sate南部の水深50mの有光層中層か

ら採集された。採集された標本は，本種の特徴を示していた。

つまりは，周囲の栄養組織から隆起した胞子嚢斑にまとまっ



て形成される 75-105x 40-55μmの四分胞子嚢や，四分胞

子嚢が形成されている部分に細長い細胞からなる基底屈が存

在すること，藻体に深く埋没する四分胞子繋が存在する こと，

そして， 3-5細胞のwu糸が四分胞子嚢に形成されることであ
る。これらの S.ptychoidesを特徴づけると言われている特

徴は，Sporolithon dimotum (Foslie & How巴)Yamaguish-

Tomita ex M.J. Wynneの代表的標本やタイプ標本にもみら

れる。それゆえ，この種は， S. ptychoidesと同極であると考

えられ， S. ptychoidesが命名法上の優占権をもつため，そ

のヘテロタイプ異名である とみなせる。この研究は，本極の

分布域を拡大させるとともに， 他の地理的範囲における本極

の起源に関する考察を与えるものである。CRiod巴Janeiro

Botanical Research Insti tute， 2 A u tonomous U n i versi ty of 

Baja California， 3University ofW巴sternCap巴)

差是一郎・尾崎知栄・関田聡子・奥田一男:リサーチノート:

緑藻ハネモ Bryopsisplumose (イワズタ目)における高

張液処理による配偶子の放出誘導について

Ichiro Mine， Chi巴Ozaki，SatolくoS巴kidaand Kazuo Okllda: lndllc-

tion of gamete discharge by hypertonic lreatment in the gr巴巴nalga 

Bryopsis p{U1'1I0Sa (Calll巴rpales，Chlorophyta) 

翼状緑藻ハネモ Bryopsisplumosa (Hudson) C. Agardh 

において，配偶子嚢からの配偶子の放出が短時間の高張液処

理で誘導された。本若返では，培養条件のH音j引からrljJJ切に変わ

るときに配(尚子放出が引き起こされること が知られていた。

本研究では，成熟配偶子嚢を，0.4 "'" 0.6 M のNaCIを加え

た人工海水 (ASW)中に 30"'"120 秒間置いた後，前l~添加

のASWに移すと，11昔黒条件下で配偶子が放出された。この

処理は配偶子の運動に影響しなかった。ショ精(1.0 "'" 1.2 

M)を加えた ASWもl暗黒下における配偶子放出を誘導した。

また，ASWに KCI(0.4 M) またはマンニト ール(l.2M) 

を加えても同様の結果が得られた。配偶子襲をこのような高

張液で処理し続けた場合，配偶子の放出は誘導されたが，配

偶子の放出が遅れ，配偶子が放出される割合が減少 し，配偶

l::grai 士
心文英

Trobajo， R.1 • Rovira， L.1 • Mann， D. G.2 • Cox， E. J.3 : 

5種の河口産珪藻の成長と被殻形態に対する塩分の影響

Rosa Trobajo， I Laia Rovira， I David G. Mann2 and Eileen J. Cox3: 

Effects of salinity on growth and on valve lllorphology of five 

estllarine diatoms 

淡水と汽71</海水の両方の環境から分離した，5艇の河口

産底生性珪藻 (Nitzschiapωilla， N. frustulul11， N. palea， 

N.filifOl・misvar. conferta， Eolimna subminuscula)の成長
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子の運動性が喪失した。高張液処理により配偶子放出が誘導

された配偶子襲では，光照射により配偶子放出が誘導された

配偶子襲と同様に，配偶子を放出する前に， 配偶子襲の長さ

が短くなった。(高知|大)

土金勇樹・土屋美紀・国分夢・阿部淳・関本弘之:接合藻タ

テブエ (Peniummargaritaceum)における接合過程

Yuki TSllchikane， Miki TSllchiya， YlIm巴 Kokllblln，JlIn Ab巴

and Hiroyllki S巴kimoto:Conjllgation proc巴ssesof Penilllll 

lIlargarilaceUIII (Zygn巴lllophyc巴a巴，Charophyta) 

接合競タテブエ (Peniummargaritaceum)のホモタリッ

ク株 (izu84-10+'t )を新規に囲内の水田から採集し，その接
合過程の詳細を解析した。この株の接合過程を連続観察した

ところ，本極のJ姿合は以下のように進行することが明らかに

なった。(1) まず，単一の栄養細胞が，細胞分裂を行なう こ

とで2つの姉妹配偶子議細胞を形成する。(2)姉妹配偶子襲

細胞同士(あるいは隣接した別個体の配偶子寵細胞と)が寄

り添い，(3)接合突起を形成する。(4)片方の配偶子繋細胞

から配偶子 (制胞質)の放出が行なわれ， (5)続いて残りの

ffill胞からの配偶子放出が開始される。(6)これらが融合する

ことにより接合子が形成される。また，アルシアンフ、、ルー染

色を行なうことで，接合中の細胞接着と細胞間情報交換は多

糖性粘首長を介して行なわれることが示唆された。(日本女子

大 ・理 ・物生)

英文誌59巻 1号表紙

Penium 111αrgαritαceumの接合

過程 (Tsuchikaneet al.)。

59巻2号掲載論文和文要旨

と被殻形態に対する権分の影響を調べた。いくつかの極 (N.

pusillαとN..fi'ustulul11)は， 16 ppt以上では成長が抑制さ
れた他極 (N.paleαとN斤liformisvar. conferta) と比べ広

い担分Hlj~性(完全な海水から少なく と も 9.5 pptまで)を示

したが， 4種の Nitzschia株は広い塩分の範囲でよく成長し

た。取分は，調査した5株の被殻形態に有意に影響した。し

かし，影響を受ける形態形質，そして影響の傾向には一貫し

たパターンはなかった。有意ではあったが，被殻形態への塩
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分の影響はとても小さしいくつかの伝統的な分類形質の分

類学的実用性が崩されることはないようだ。 Clnstitutefor 

Food and Agricultural Research and Technology， 2Royal 

Botanic Garden Edinburgh， 3Natural History Museum) 

Leliaert， F.. O'hondt， S.・Tyberghein，L.Verbruggen， H. 

Oe Clerck， 0.:培養下における緑藻ジュズモ属の 1種

Chaetomorpha antennina (シオグサ目)の発生について

Frederik Leliaert， Sofie D'hondt， Lennert Tyberghein， Heroen 

Verbruggen and Olivier D巴Clerck:Atypical d巴velopmentof 

Chaetomorpha antennina in culture (Cladophorlaes， Chlorophyta) 

緑藻Chaetomo中haジュズモ属は，分枝しない糸状の藻

体で特徴づけられる。分子系統学的には，Chaetomorphαは，

側系統的な分枝する種 (Cladophraシオグサ属)からなるグ

ループの内側に入る。このことから，分枝しない状態は進化

的に保存されており，このクレードの進化の初期段階におい

て生じたものと考えられる。本研究において，我々は，培養

条件下の C.antenninaが，シオグサ属のように，頻繁に側

枝の形成を行うことをしめす。我々の結果は，無分枝の藻体

構造が，完全に遺伝的に制御されているものではなく，少な

くとも部分的には形態的可塑性に支配されていることを示唆

している。加えて， C. antenninaの培養下での観察から，仮

根形成の詳細な観察を行った。その結果は，シオグサ目の中

でもユニークなものであった。 (GhentUniversity) 

Zuccarello， G. C.1・Buchanan，J.1・West，J. A.2 • 

Pedroche， F. F.3:中央アメリカ南部におけるマングローブ

着生藻Bostrychiaradicans/ Bostrychia moritziana (紅

藻，イギス目)の遺伝的多様性

Guiseppe C. Zuccarello，1 Joe Buchanan，1 John A. Wese and 

Francisco F. Pedroche3: Genetic diversity of the mangrove-

associated alga Bostrychia radicansl Bostrychia moritziana 

(Ceramiales， Rhodophyta) from southem Central America 

以前の研究は，遺伝的あるいは生殖的データにもとづく

と，中央アメリカ太平洋岸における Bostηchiaradicansl 

Bostηchia moritziana種群の多様性は，大西洋の同じ地域

にくらべて小さいことを示唆していた。最近，太平洋に移入

したか，あるいは，変化の少ない環境が，集団の分化を妨げ，

集団聞の交流を促進した，という仮説が考えられていた。我々

は，南メキシコ，グアテマラ，エルサルパドルからさらにサ

ンプル採集を行い，ルビスコスペーサー領域の塩基配列の決

定を行った。その結果，これらの集団が，高い遺伝的多様性

をもつことが示された。見つかったハプロイタプの多くが大

西洋 (USA，プラジル)からも見つかるという，以前は見

られなかった結果も得られた。距離による隔離は検出されな

かったものの，集団は大きな分化をしめした。エルサルパド

ルの LaPuntillaの集団は，他の集団から大きく分化してい

た。データからは，北に行くほど多様性が下がることがしめ

され，中央アメリカ太平洋岸に特異的なハプロイタプは，メ

キシコ Chiapasの北から見つかる一つだけであった。これ

は，最終氷期の最盛期以降，海水温の上昇とともに，この特

異的な遺伝子型が北上したからであると考えられる。今回の

データは，中央太平洋東部の多様性が低いという以前の主張

を支持せず，中央アメリカ太平洋岸のおける多様性の多くが，

パナマ地峡の成立以前から存在していたことを示唆するも

のである。 CVictoriaUniversity of Wellington， 2University 

of Melbourune， 3Universidad Autonoma Metropolotana-

Iztapalapa) 

Klaveness， 0.1・Lindstrom，E.2:大型の淡水性黄色藻

Hydrurus foetidus (クロミスタ，黄金色藻綱)の培養につ

いて

Dag Klavenessl and Eli-Anne Lindstrom2: Hydrurus foetidus 

(Chromita， Chrysophyceae): A large freshwater chromophyte alga 

in laboratory culture 

好冷性の淡水藻Hydrurusfoetidus (Villars) Trevisanは

これまで，液体培地による培養が成功していない。我々は，

微生物学的な手法を，低温と強度の撹枠という本種の特殊な

要求へと応用した。培養の成功例においては，低温下で藻体

をパラパラにし寒天培地に播くという，洗浄のステップが必

要であった。その後，単藻化されたコロニーを単離し，適当

な条件下で液体培地を用いて培養することが可能でトあった。

震壷器による撹枠は必須で，十分な光量 (30-100μmolm-2 

S-I) と低温条件も必要であった。この比較的よくみられるも

のの，いまだ調査中である淡水藻は，実験室内での培養が可

能になれば，基礎科学あるいは応用分野においても研究対

象となる可能性がある。 CUniversityof Oslo， 2Norwegian 

Institute for Water Research) 

山口(宮JlI)~利沙 1 ・岡見卓馬 2 ・吉良望人山口晴生 2 • 

大西浩平 2・足立真佐雄 2.珪藻Chaetocerossp.の形質転

換系の確立

Arisa Miyagawa-Yamaguchi，1 Takuma Okami/ Nozomu Kira，2 

Haruo Yamaguchi/ Kouhei Ohnishe and Masao Adachi2: Stable 

nuclear transformation of the diatom Chaetoceros sp. 

珪藻Chaetoceros属の形質転換系を確立した。形質転換に

は，珪藻Thalassiosirapseudonanαの形質転換を行うため

に開発された 2種のプラスミドpTpfcp/natおよびpTpNRI

GFPを用いた。 pTpfcp/natはT.pseudonana由来のfcp

(fucoxanthin chlorophyll a/c binding protein) プロモー

ターに発現を支配される nourseothricin耐性遺伝子(nat)

を， pTpNRlGFPは同藻由来のNR(nitrate reductase) プ

ロモーターに発現を支配される緑色蛍光タンパク質遺伝子

(gfp)を含む。これらのプラスミドを，珪藻Ch刀etoceros

sp.に対してパーティクルガンを用いて撃ち込んだところ，

nourseothricin耐性コロニーが得られ，その形質転換効率

は1.5-6.0transformants I 108 cellsであった。また，サザ

ンプロット法により，natおよびgfpのゲノム DNAへの



挿入を確認した。 本論文は， 貝類 ・ 甲殻類の餌~Sl 生物とし

て，さらに海洋生態系における重要な構成種として知られる

Chaetoceros属の安定的な形質転換系について，初めて報告

するものである。c高知大 ・医 2高知大 ・農，3高知!大 ・逃

伝子実)

石田健一郎1・遠藤寛子 1.小池さやか 1，2'リサーチノート:

ク口ララクニオン藻Partenskyellaglossopodiaは約 1

Mbpのヌクレオモルフゲノムをもっ

K巴lトichiroIshida，1 Hiroko Endol and Sayaka Koik巴1.2.Research 

note: Partenskyella glossopodia (Chlorarachniophycea巴)possess巴S

a nucleomorph genome of approximately 1 Mbp 

近年になり記載され，またクロララ クニオン韻のなかでも

独立した系統である Partenskyellaglossopodiαのヌクレオ

モルフゲノムサイズについて，パルスフ ィールド電気泳動と

サザンハイブリダイゼーションをもちいて解析した。これ

らの解析から，本種のヌク レオモルフゲノムは， 445 kpb， 

313kbp， 275kbpの3本の染色体からなり，合計で約 1033

kbpのゲノムサイ ズをもつ ことがわかった。これは， 330-

610 kbpという，既知のクロララクニオン藻のヌクレオモル

フのゲノムサイズより有意に大きい。これは，ゲノムサイズ

が約 1Mbpに達するヌクレオモルフに関する最初の報告で

ある。c筑波大学 2金沢大学)

Znachor， p，1，2・Nedoma，J，l・Rychtecky，p，l ，2 :リサー

チノート:グルコースによる Fragilariacrotonensis天然

群集のシリカ沈着と成長に対する促進効果の動態

Petr Znachor，1.2 JiとiNedomal and Pavel Rychtecki.2: Res巴arch

Note: Kin巴ticsof glucose stimulatory e仔'ecton silica cleposition ancl 

growth of natural populations of Fragilaria crolonensis 

珪藻類は有機基質を成長に利用することが知られるが，

それらが自然条件下でj容存体有機炭素を利用できることを

示す説得力のある証拠はない。2008'" 2009年に，我々

はFrαgilariαcrotonensisのシ リカ沈着の動態と成長速

度に対するグルコ ース添加の影響を調べるため， 富栄養

のRimovReservoir (チェコ共和国)で現場実験を行っ

た。 シリカ沈着の動態は， PDMPO [2-(4-pyr吋yl)-5{[4-

dimethylamino巴thylaminocarbamyl]-methoxy)phenyl] 

oxazole]蛍光プロープを加えて 24時間培養する間，4 n寺間

ごとに測定した。濃度 10-4 Mのグルコースを添加したと

き， 20時間後と 24時間後に Fragilariacrotonensisの珪化

173 

に有意な促進効果が見られた。Fragilariaの成長速度は，未

処理の対照実験と比べる と24時間後にはグルコースの添加

によりほぼ2倍となった。さらに，我々は濃度 10-8'" 10-

3 Mのグ、ルコ ースを加えて 24時間培養することで用量作

用を調べた。Fragilariaの珪化と成長は， 両方とも 10-7 

M以上のグルコ ースにより誘導された。この濃度は，有機

物による偶発的な水質汚染の結果として，貯水池ではおそら

く時々見られるものである。CBiologyCentr巴ofAcademy 

of Sciences of the Czech Republic， 2University of South 

Bohemia) 

しeblond，J. D.' Timofte， H. 1.. Roche， S， A.・Porter，N， 

M，:灰色藻類のステロール

Jeffrey D. Leblond， Hermina Ilea Timofte， Shannon A. Roch巴and

Nicole M. Port巴r:Sterols of Glaucocystophytes 

灰色藻類は進化的に重要な淡水藻のグループで，光合成細

胞小器官として， シアネ レと呼ば、れるほぼ完全なラン藻を

もっ。そのため， どのようにラン藻から葉緑体に変化した

かについて，過去数十年の間，シアネレは多くの研究の対

象とされてきた。 しかし， これらの脂質組成に関する研究

は，灰色磁の細胞生物学の他分野とくらべ後れをとってい

る。そこで，過去の研究では未同定のままにされてきたステ

ロールを同定することを目的として，我々は Cyanophora

paradoxa KorshikovとGlαucocystisnostochinearum 

Itzigsohnのステ ロール組成を調べた。我々は， 2株のG

nostoc/uneαrumとl株の C.paradoxaが常に 3つのステ

ロ ー ル， 24-methylcholest-5-en-3b四01，24-ethylcholesta-

5，22E-dien-3b-ol，そして， 24-ethylcholest-5-en-3b-olを

産生することを見つけている。(Middl巴TennesseeState 

Univ.) 

英文誌59巻2号表紙
コケモドキ類に覆われたマング

ロー プAvicenniagerminans (エ

ルサルバ トル)の気根。これらの

気根はBostrychiaradicansや B.

moritzianaなどの藻類に覆われ

ていた。

(上井 ・岩滝)


